
不
断
の
行
財
政
改
革
と

職
員
の
意
識
向
上
を
評
価

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

田
中
智
子

財
政
の
立
て
直
し
が

確
認
さ
れ
た
決
算
を
認
定

税
金
等
の
減
免
拡
充
せ
ず
過
酷
な
徴
収

参
加
の
軽
視

硬
直
化
し
て
い
る

財
政
の
立
て
直
し
へ

不認定消
費
税
が
8
％
に
増
税
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
市
民

生
活
支
援
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
高
橋
市
長
は
市
民
税
や
国
保
税
等
の
減
免

拡
充
や
介
護
保
険
利
用
料
の
低
所
得
者
軽
減
な
ど
市

民
生
活
支
援
へ
の
真
剣
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な

い
。
さ
ら
に
、
預
金
口
座
に
入
れ
ば
給
与
で
は
な
く

一
般
財
産
だ
と
し
て
給
与
を
全
額
差
し
押
さ
え
る
等

過
酷
な
税
の
徴
収
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
市
民
セ

ン
タ
ー
増
改
築
問
題
で
の
市
民
要
望
に
市
が
背
を
向

け
た
こ
と
へ
の
反
省
が
な
く
、
和
泉
多
摩
川
緑
地
の

都
立
公
園
化
問
題
で
も
地
元
住
民
の
参
加
と
合
意
と

い
う
視
点
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
財
政
運
営
で
も
実

質
的
な
交
付
税
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
を
活
用
し

て
市
民
セ
ン
タ
ー
増
改
築
等
の
要
望
に
充
て
て
い
く

対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
認
可
保
育
園
の
開
園
や

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
シ
ル
バ
ー
相
談
室
の
開
設

等
は
賛
同
で
き
る
が
、
以
上
か
ら
認
定
に
反
対
す
る
。

狛
江
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

吉
野
芳
子

水
道
局
用
地
利
活
用
と
し
て
都
立
公
園
化
の
基
本

構
想
案
策
定
に
着
手
で
き
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
と
中

学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
実
現
し
た
。常
設
プ
レ
ー

パ
ー
ク
の
試
行
開
催
し
子
育
て
世
代
の
市
民
と
行
政

の
協
働
を
着
実
に
進
め
た
。
Ｑ
Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
は

子
ど
も
側
に
立
っ
た
支
援
と
の
判
断
を
導
け
ず
評
価

で
き
な
い
。
や
っ
と
小
規
模
多
機
能
が
1
カ
所
実
現

し
た
。
市
民
食
堂
は
メ
ニ
ュ
ー
改
善
や
価
格
見
直
し
、

地
域
貢
献
の
質
の
向
上
な
ど
事
業
者
の
努
力
を
求
め

る
。
基
本
で
あ
る
市
民
参
加
・
市
民
協
働
の
推
進
と

し
て
無
作
為
抽
出
の
公
募
委
員
募
集
や
行
政
提
案
型

市
民
協
働
事
業
を
評
価
す
る
。
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
は
財
政
、
施
設
の
継
続
利
用
、
利
便
性
を
熟
議

し
小
田
急
高
架
下
分
室
が
選
定
さ
れ
た
。
臨
財
債
発

行
の
抑
制
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
生
か
す
独
自
性
あ
る

政
策
を
評
価
す
る
。
市
民
へ
の
説
明
責
任
と
透
明
性

あ
る
市
政
運
営
を
要
望
し
本
決
算
を
認
定
す
る
。

財
政
規
律
を
遵
守
し
将
来
に

希
望
あ
る
市
政
を
評
価

無
会
派

三
宅

眞

高
橋
市
長
が
就
任
直
後
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た

中
期
財
政
計
画
3
つ
の
財
政
規
律
、
こ
れ
を
遵
守
す

る
と
い
う
強
い
意
志
の
結
果
を
決
算
数
字
で
確
認
。

赤
字
債
を
分
母
と
し
な
い
実
質
的
な
経
常
収
支
比

率
98
％
、
こ
の
水
準
は
平
成

98

13
年
以
来
で
あ
り
特
筆

す
べ
き
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
言
え
る
。

財
政
規
律
で
は
茨
決
算
剰
余
金
の
1
／
2
以
上
を

積
み
立
て
、
芋
連
結
負
債
残
高
維
持
、
鰯
市
債
発
行

額
基
準
の
厳
格
化
、
い
ず
れ
も
そ
の
数
値
的
な
水
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

「
お
金
に
余
裕
の
な
い
狛
江
市
で
、
お
金
を
使
わ

ず
に
ア
タ
マ
を
使
っ
た
、
市
民
全
体
の
た
め
の
市
政

を
目
指
し
て
い
く
」
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
、「
今
ま

で
以
上
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
厳
し

い
」
と
、
市
民
に
言
い
に
く
い
こ
と
を
言
わ
な
い
と

い
け
な
い
覚
悟
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
、

平
成
26
年
度
決
算
を
認
定
す
る
。

実
質
的
な
経
常
収
支
比
率

98
％
実
現
は
特
筆

無
会
派

太
田
久
美
子

市
長
公
約
や
所
信
表
明
で
述
べ
ら
れ
た
ま
ち
づ
く

り
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
を
中
心
に
審
議

し
た
結
果
、
財
政
状
況
は
経
常
収
支
比
率
で
1
・
7

ポ
イ
ン
ト
改
善
、
実
質
経
常
収
支
比
率
は
平
成
13
年

度
以
来
初
め
て
1
0
0
％
以
下
に
改
善
さ
れ
た
。
所

信
表
明
で
述
べ
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
中
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
及
び

消
防
団
第
五
分
団
器
具
置
場
等
、
予
定
さ
れ
た
公
共

施
設
は
全
て
完
了
。
子
育
て
は
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の

試
行
実
施
、
障
が
い
児
巡
回
指
導
の
拡
大
が
図
ら
れ
、

高
齢
化
対
策
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

着
手
、
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
「
の
ど
か
」
へ
の
建

設
費
助
成
等
い
た
わ
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
、

市
長
公
約
の「
硬
直
化
し
て
い
る
財
政
の
立
て
直
し
」

が
着
実
に
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
一
般
会
計
決
算
を
認
定
す
る
。

平
成
26
年
度
の
市
政
運
営
で
高
く
評
価
さ
れ
た
の

は
、
前
市
政
に
お
け
る
不
健
全
で
あ
っ
た
財
政
状
況

を
改
善
の
方
向
に
導
い
た
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
狛

江
市
中
期
財
政
計
画
」
に
基
づ
い
て
財
政
運
営
に
取

り
組
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
行
財
政
改
革
で
は
保
育

園
の
民
営
化
、
小
学
校
給
食
調
理
の
委
託
化
な
ど
大

き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
和
泉
多
摩
川
緑
地
都
立
公
園

誘
致
推
進
構
想
で
は
、
共
産
党
が
「
立
ち
退
き
」
と

い
う
ビ
ラ
で
地
域
の
不
安
を
あ
お
っ
た
。
狛
江
市
が

一
体
と
な
っ
て
推
進
で
き
る
よ
う
に
今
後
の
構
想
案

の
見
直
し
等
を
見
守
る
。「
当
た
り
前
の
市
政
」の
質

疑
で
、
前
市
政
は
、
地
方
自
治
体
の
憲
法
と
も
言
え

る
地
方
自
治
法
に
明
ら
か
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ

て
い
た
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
私
ど
も
は
行
政
を

厳
し
く
監
視
し
て
い
る
。
お
互
い
に
緊
張
感
を
持
ち

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
申
し
上
げ
、
平
成

26
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
決
算
を
認
定
と
す
る
。

「
当
た
り
前
の
市
政
」へ大き

く
前
進

普
通
会
計
実
質
単
年
度
収
支
が
3
1
0
0
万
と
前

年
の
2
億
59
万
よ
り
ぐ
ん
と
下
が
り
、
積
立
金
取
り

崩
し
で
起
債
額
の
増
を
食
い
と
め
た
。
財
政
的
な
目

標
を
意
識
し
成
果
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
臨
時

財
政
対
策
債
を
満
額
借
り
な
い
余
裕
の
な
い
財
政
運

営
で
福
祉
的
な
政
策
カ
ッ
ト
も
。
ま
た
、
思
い
つ
き

の
計
画
変
更
が
市
民
の
反
対
で
頓
挫
す
る
こ
と
3
回
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
。
市
長
や
職
員
が
反
対
意
見
を

敵
視
し
て
し
ま
う
市
政
運
営
は
よ
く
な
い
。
税
金
滞

納
議
員
の
個
人
情
報
が
漏
れ
、
警
察
へ
の
個
人
情
報

提
供
や
番
号
制
度
準
備
な
ど
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
を
否
定
す
る
政
策
推
進
は
全
く
評
価
で
き
な
い
。

環
境
行
政
を
市
政
の
全
領
域
へ
バ
イ
ア
ス
を
か
け
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

到
達
点
を
後
退
さ
せ
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

基
本
的
人
権
を

な
い
が
し
ろ
に
し
た
行
政
運
営

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
を
初
め
と

す
る
主
要
な
財
政
指
数
は
お
お
む
ね
改
善
さ
れ
て
い

る
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
準
拠
し
た
収
納
率

向
上
の
取
り
組
み
や
、
経
営
努
力
が
評
価
さ
れ
た
市

町
村
総
合
交
付
金
の
増
額
支
給
が
あ
る
。
歳
出
に
つ

い
て
は
、
保
育
園
の
民
営
化
な
ど
、
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

26
年
度
に
行
わ
れ
た
事
業
は
、
中
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
新
設
や
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
改
築
な
ど
公
共

施
設
整
備
計
画
の
約
20
億
円
以
外
に
も
新
設
保
育
園

2
園
の
開
設
な
ど
、
計
画
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、

状
況
に
対
応
し
た
も
の
も
あ
り
評
価
で
き
る
。
多
く

の
事
業
を
行
い
な
が
ら
、
基
金
の
活
用
や
一
般
財
源

の
投
入
な
ど
で
事
業
債
の
起
債
を
抑
え
、
後
年
の
公

債
費
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
し
た
、
こ
の
財
政
運
営

こ
そ
、
本
決
算
で
最
も
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
よ
っ
て
明
政
ク
ラ
ブ
は
本
決
算
を
認
定
と
す
る
。

認定

認定

認定

無
会
派

辻
村
と
も
こ

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
決
算
額
2
7
0
億
2

5
1
5
万
円
、
対
前
年
度
比
13
億
2
8
6
0
万
円

（
5
・
2
％
）の
増
。歳
出
決
算
額
は
、
2
6
0
億
4
8

4
0
万
円
、
対
前
年
度
比
13
億
8
3
4
6
万
円（
5
・

6
％
）増
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
額
は
、
9
億
7
6

7
4
万
円
。
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
あ
ら
わ
す
経
常

収
支
比
率
は
91
・
0
％
、
多
摩

91

26
市
中
の
順
位
は

91

26

14
位

か
ら
8
位
と
、
財
政
状
況
の
改
善
を
確
認
。
本
決
算

は
庁
内
一
丸
と
な
り
行
財
政
改
革
、
市
民
協
働
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
、
市
長
公
約
に
沿
っ
て
お
お
む
ね
順
調
に
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。「
広
報
の
専
門
性
導
入
」

と
「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
の
学
校
で
の
集
団

検
診
」に
つ
い
て
は
改
善
要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

不
断
の
行
財
政
改
革
と
職
員
の
意
識
向
上
を
評
価

し
、
自
由
民
主
党
・
明
政
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
辻
村
と

も
こ
は
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定
と
す
る
。

認定

中
長
期
の財

政
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
を

無
会
派

山
田
た
く
じ

高
橋
市
長
は
財
政
硬
直
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
26

年
度
も
民
間
委
託
、
都
補
助
金
の
活
用
を
図
っ
た
。

そ
の
上
で
子
ど
も
施
策
、
高
齢
者
施
策
、
狛
江
の
活

性
化
等
の
個
別
分
野
に
も
配
慮
し
た
と
評
価
す
る
。

あ
と
は
ぜ
ひ
中
長
期
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
示
し
て
ほ
し
い
。
5
年
前
に
三
鷹
市
が
行
っ
た
65

歳
以
上
人
口
と
扶
助
費
（
児
童
関
係
費
を
除
く
。）
の

関
係
か
ら
今
後
の
扶
助
費
を
推
計
す
る
方
法
を
狛
江

市
に
適
用
す
る
と
、
高
齢
者
一
人
ふ
え
る
と
約
36
万

円
の
歳
出
増
と
な
る
。
ま
た
、
同
人
口
と
一
般
会
計

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
の
両
特
別
会
計

へ
の
繰
り
出
し
の
関
係
を
同
様
に
調
べ
て
み
る
と
高

齢
者
一
人
ふ
え
る
と
約
16
万
円
繰
り
出
し
が
ふ
え
る
。

国
は
国
で
財
政
健
全
化
を
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、
地

方
へ
回
す
お
金
を
削
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

行
政
は
市
民
に
高
齢
化
が
も
た
ら
す
影
響
の
一
端

を
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
決
算
は
認
定
す
る
。

認定

無
会
派

市
原
広
子

不認定

狛
江
市
議
会
公
明
党

佐
々
木
貴
史

認定

自
由
民
主
党
・
明
政
ク
ラ
ブ

石
井

功

認定
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